
74 752025年度　住まいとコミュニティづくり活動助成 一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団

水場を媒介として日常的に集う空間を目指して、ホースと竹どいを使っ
て水源から水を引き込んだ

災害時の断水に備えて貯水槽のネットワークを構築。それを利用した流しそうめんを実施した

活動エリア
【人　口：358人】
【世帯数：216世帯】
【生　業：半林半漁】

　   漁業：ブリ（大型定置網）
　   林業：尾鷲ヒノキ

林業（ヒノキ）

九鬼町「事前復興まちづくり委員会」
三重県尾鷲市

「水場と居場所の創出」地域でつくる事前復興まちづくり

住まい活動助成

団体設立経緯
　本団体は、これまで大学主体
で進めてきた三重県尾鷲市九鬼町

（小規模漁村）における防災・地域
実践を軸に、地域主体の取り組み
へと移行するため、2022年に設立
しました。設立の契機となったの
は、九鬼町特有の立地条件や災害
リスクを踏まえた自助・共助の仕組
みを地域内で構築する必要性があっ
たことです。これらを踏まえ、町内
会や地元NPO、大学関係者が連携
し、実践的な事前復興まちづくりを
推進する体制として立ち上げました。

活動概要と活動対象範囲
　活動は三重県尾鷲市九鬼町を対
象に、水場と空き家、閉校した小
学校を結び、日常と非日常を横断
する拠点を整備するものです。具
体的には、①既存の貯水槽を活用
した水場整備、②浸水域外空き家
の一時避難民家への整備、③閉校
小学校の避難拠点化─の3点を進
めます。これらをワークショップ形
式で地域住民や子どもと共に実践
し、平時は交流拠点、災害時は避
難生活基盤として機能するための
整備を進めました。

活動に至った理由や背景
　九鬼町は市街地から離れた斜面
地に立地し、災害時には孤立集落と
なることが想定され、特に断水への
対応や避難先の環境確保が課題で
す。そのため、自律的に被災対応で
きる「居場所」を日常の延長として事
前に考え、備えておく必要がありま
す。また、少子高齢化や空き家の増
加により、地域のつながりや居場所
が失われつつあります。こうした状
況を踏まえ、日常の交流の中に防災
の視点を重ね、居場所を重層的に
育み、整備することとなりました。

活動内容と成果
　本活動は、「水場と居場所の創
出」という助成テーマの下、九鬼町
における事前復興まちづくりの実
践として、水場、空き家、旧九鬼
小学校の校舎という地域資源を相
互に結びながら、日常と非日常を
重ね合わせる形で1年を通して展開
してきました。25年6月の準備期
間における実測や調査から始まり、
7月の講堂清掃や水場整備、8月の
避難宿泊体験や講堂ギャラリー、
貯水槽を利用した流しそうめんと
いった実践的イベントを経て、11
月には竹の加工や空き家整備、空
間更新アイデア発表へと展開し、
段階的に活動を深化させてきまし
た。これらにより、単発の防災活
動ではなく、地域資源を横断的に
接続しながら、事前復興の空間と
関係性を同時に立ち上げるプロセ
スを構築してきました。
　主な活動は、6月からの準備期
間において、水系空間の実測、空
き家調査、小学校の空間を把握
し、地形や動線、既存資源の分布
を把握することから始まりました。
その上で、水源から貯水槽（ボッ

チ）、小学校へと至る水系の関係
性や空き家と生活動線の接続可
能性を検討し、地域内で共有しま
した。7月には小学校講堂の清掃
やボッチ周辺の整備、竹材の加工
などを実施し、実践に向けた基盤
づくりを進めました。

【活動①】水場コミュニティづくり
　水場づくりでは、山水の水源か
らホースと竹どいを用いて水を引
き、中継水槽を設けることで、既
存のボッチへと水を引く仕組みを
構築しました。地域で入手可能な
材料を用い、将来的に住民自らが
維持管理できることを重視してい
ます。また、小学校への送水ルー
トも検討し、災害時の生活用水確
保を見据えた水系ネットワークの原

型を形成しました。
　これらの作業は住民と大学関係
者の協働により進められ、子どもた
ちも竹の加工や水流の確認に参加
しました。日常的には水遊びや井
戸端的交流の場として機能し、水
を媒介とした関係が育まれました。

【活動②】閉校小学校活用（講堂整
備・避難体験）
　7月19日には旧小学校講堂の清
掃ワークショップを実施し、高学
年の子どもたちを中心に講堂の再
生に取り組みました。同時に「九
鬼BOX」として下駄箱を活用した備
蓄棚の整備を進め、防災倉庫の見
学や救護表示シートの設置を見据
え、避難所としての機能を具体的
に理解しました。
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7月、旧九鬼小学校の講堂の清掃や、下駄箱を利用した備蓄棚の整備に、子どもたちがワークショップ形
式で取り組んだ

8月、講堂をギャラリーとして防災意識を高める展示やレクチャーを実施した。非常時には避難所として機能する

課題と解決方策
　本活動における課題として、第
一に水場の維持管理があります。
山水を常時流し続けるためには、
水路の詰まりや漏水への対応など、
継続的な管理体制の構築が必要
です。これに対しては、定期的に
点検し清掃する運営体制を整備し、
日常利用と結びつけながら維持す
る仕組みを構築していきます。
　第二に、旧小学校の維持管理が
あります。閉校後の施設を避難拠
点として活用するためには、清掃
や設備管理を継続する必要があり
ます。これに対しては、地域行事
やワークショップと連動させ、日常
的な利用を通じて維持管理を担う
仕組みを整えます。第三に、空き

家整備における専門的技術の不足
があります。構造や設備に関わる
改修には職人などの専門職の関与
が不可欠であり、地域内外の専門
家との連携体制を構築しながら整
備を進めていきます。

今後の予定
　本活動を契機として、閉校した
小学校の校舎内に防災備品を常

設的に配置する取り組みが始まり
ました。今後は、講堂に加えて校
舎の活用も視野に入れ、避難拠点
としての機能を段階的に拡充して
いきます。また、水場や空き家と
連動した利用を進めることで、日
常から使われる防災拠点としての
運用を定着させ、地域主体の事前
復興まちづくりを継続的に展開し
ていきます。

　8月1日・2日には、「講堂de避難
宿泊体験」を実施し、尾鷲市防災
危機管理課の協力の下、子どもと
地域住民が参加しました。電気や
水道のない環境の中で一夜を過ご
し、山水の利用や簡易照明の活用
などを通して、避難生活の現実を
身体的に体験しました。また、2m
グリッドを用いて避難所での各家
庭のスペースを可視化し、避難所
運営の具体的条件を検証しました。

【活動③】講堂ギャラリー・子ども
レクチャー
　8月13日には、小学校講堂を「講
堂ギャラリー」として開放し、これ
までの活動成果や防災備品を展示

しました。同日に実施した「子ども
レクチャー」では子どもたちが主体
となり、防災グッズの使い方や備
えについて来場者に説明しました。
これにより、学びの成果を地域へ
還元するとともに、子ども自身の防
災意識に加え実践的な理解が深ま
りました。

【活動④】ボッチde流しそうめん
（メインイベント）
　同じく8月13日には、「ボッチde
流しそうめん」を開催しました。参
加者は84名（うち子ども37名）にの
ぼり、地域住民に加え外部からの
参加者も含めた交流の場となりまし
た。竹どいによる水流の中でそう

めんを流す体験を通して、水場の
魅力や可能性を体感するとともに、
災害時の水利用の重要性を共有し
ました。子どもたちは準備や当日の
スタッフとして運営にも関わり、主
体的に場づくりを担いました。

【活動⑤】資源整備と構想深化
　11月には竹を伐採して加工し、
水場整備の継続に向けた材料を
確保しました。また「ボッチの家」
の大掃除を実施し、空き家活用に
向けた初動整備を進めました。さ
らに、空き家民家の一時避難場所
としてのアイデア発表会を開催し、
地域住民と大学関係者が参加して
多様な活用を提案し、意見を交換
しました。
● 活動に関わった主体と連携
　本活動は、九鬼町内会と九鬼の
子どもたちを中心に、NPO法人お
わせ暮らしサポートセンター、尾鷲
市防災危機管理課、尾鷲市教育委
員会、地域住民、大学関係者が連
携して実施しました。行政は防災や
施設活用に関して専門的な支援を
行い、NPOは空き家活用の助言を
担いました。住民は計画から施工、
運営まで主体的に関わり、大学は
構想を設計、運営を支援しました。
特に子どもたちは、活動の担い手と
して重要な役割を果たしました。
● 総合的成果
　これらの活動により、水場、空
き家、小学校が「水系」と「居場
所」という視点で接続され、日常の
場が災害時の生活拠点として機能
し得ることを実践的に示すことが
できました。また、多様な主体の
協働により、自助・共助の意識が
醸成され、事前復興が具体的な行
動として地域に共有されつつありま
す。本活動は、地域の持続性と居
場所の再発見を促す実践として位
置付けられ始めたのではないかと
考えます。

九⻤町「事前復興まちづくり委員会」
2022年4月設立／メンバー数：25人／代表者：山本 納（やまもと・おさむ）、下田 
元毅（しもだ・もとき）
●〒519-3701　三重県尾鷲市九鬼町68　 el_duck@mac.com

⼩さな漁村である九⻤町において、⽇常の営みの中に防災の視点を重ね、⽔場や
空き家、旧⼩学校を活⽤した居場所を地域で創出することで、被災時にも機能す
る⽣活基盤を⾃律的に整えます。⾃助・共助による持続的なまちづくりの実現をミッ
ションとしています。


